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◆◆目目的的

JIS改正により普通強度領域の高流動コンクリートが標準化された．このコンクリートは，粉体量が少ないため，

材料分離抵抗性が低くなることが懸念されることから，受入検査時に材料分離の有無の確認が必要となった．しか

しながら，現状では，材料分離の定量的な評価方法や評価基準はなく，判定者の主観で目視により材料分離の有無

を判断している．  

本報では，判定者の主観に頼らず，普通強度領域の高流動コンクリート受入時における材料分離の評価を行うこ

とを目的として検討を行った結果を報告する． 

◆◆概概要要

本研究では，材料分離の一種である粗骨材の沈降しやすさの評価方法およびフレッシュコンクリートの写真から，

AI を活用した画像解析により材料分離が推定可能か検討した． 

はじめに，学習データに使用する粗骨材の沈降しやすさを表す粗骨材面積率の比を求めるために，試験体作製方

法および粗骨材面積率の算出領域について検討を行った． 

次に，粗骨材の沈降しやすさの異なるコンクリートに関して，粗骨材面積率の比を求めるとともに，フレッシュ

コンクリートの写真を撮影し，それらを組み合わせて AI に学習させた．作成した AI を用いてフレッシュコンクリ

ートの写真から粗骨材面積率の比を推定し，実際の試験体から求めた粗骨材面積率の比と比較し，推定結果を検証

した． 

◆◆ままととめめ

材料分離の一種である粗骨材の沈降しやすさを定量的に表すための試験体作製方法および粗骨材面積率の比を

求める方法を示した． 

学習した AI を用いて検証した結果，フレッシュコンクリートの写真から材料分離のしやすさを表す粗骨材面積

率の比をおおむね推定可能なことが確認できた． 

今後は，材料および配（調）合の異なるコンクリートへの適用や日射等の影響を大きく受ける屋外環境で実用化

する方法を検討する予定である． 
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Fig.2 実測値と推定値の比較 

(a) 混和剤量を変化 (b) 加水量を変化
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Fig.1 材料分離の推定の方法 
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